
第５７３号２０１８年（平成３０年）７月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（３）

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
表
象
の

 

新
し
い
潮
流

｜
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
文
学

と
映
画
を
め
ぐ
っ
て

 

坂
野
明
子
共
著

　
本
書
は
２
０
１
３
年
か
ら

３
年
間
に
わ
た
っ
て
「
21
世

紀
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
表
象
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
科
研
の
助

成
を
受
け
、
研
究
を
重
ね
て

き
た
成
果
と
し
て
出
版
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
解
放

か
ら
73
年
、
戦
後
生
ま
れ
の

ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
作
家
た

ち
に
と
っ
て
は
、
時
間
的
に

も
地
理
的
に
も
遠
く
離
れ
た

事
象
で
あ
り
な
が
ら
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
も
関
わ
る
大
き
な

問
題
だ
っ
た
。
本
書
で
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
受
容
の
歴
史
や
イ
ス

ラ
エ
ル
の
政
治
利
用
な
ど
の

時
代
状
況
も
絡
め
な
が
ら
、

各
作
家
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
表

象
を
検
証
し
て
い
る
。

　
な
お
、
近
年
は
ヒ
ト
ラ
ー

や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
扱
っ
た

映
画
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

新
し
い
傾
向
に
つ
い
て
の
詳

細
な
論
考
も
含
ま
れ
て
い

る
。（
彩
流
社
、
本
体
３
０

０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
さ
か
の
・
あ
き

こ
）

文
学
部
教
授
。
ア
メ

リ
カ
文
学
。
他
の
著
者
は
▽

佐
川
和
茂
青
山
学
院
大
名
誉

教
授
▽
大
場
昌
子
日
本
女
子

大
教
授
▽
伊
達
雅
彦
尚
美
学

園
大
教
授
。

言
葉
の
魂
の
哲
学

 

　
古
田
徹
也
著

　
あ
た
か
も
魂
が
入
っ
た
か

の
よ
う
に
、
言
葉
が
生
き
生

き
と
し
た
表
情
を
持
ち
始
め

る
瞬
間
。
あ
る
い
は
逆
に
、

言
葉
か
ら
表
情
が
急
に
失
わ

れ
、
魂
が
抜
け
た
よ
う
に
感

じ
る
瞬
間
。
本
書
は
、
そ
う

し
た
体
験
の
も
つ
言
語
実
践

上
の
意
味
と
、
そ
の
社
会
的

な
重
要
性
を
探
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
１
章
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
の
は
、
中
島
敦
の

『
文
字
禍
』
と
、
ホ
ー
フ
マ
ン

ス
タ
ー
ル
の
『
チ
ャ
ン
ド
ス

卿
の
手
紙
』
と
い
う
２
編
の

小
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
浮
上

す
る
論
点
を
踏
ま
え
て
、
続

く
第
２
章
と
第
３
章
で
は
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
特
異

な
言
語
論
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
し

く
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
探
究
を
通
じ
て
本

書
は
、
言
語
を
め
ぐ
る
意
外

な
論
点
を
指
摘
し
、
同
時

に
、
言
語
を
用
い
て
生
活
す

る
私
た
ち
の
社
会
に
と
っ
て

重
要
な
、
一
個
の
倫
理
の
存

在
を
明
る
み
に
出
し
て
い

る
。（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ

・
本
体
１
７
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
ふ
る
た
・
て
つ

や
）

文
学
部
准
教
授
。
哲

学
・
倫
理
学
。

莇平 辻又

新潟市

柏崎市 魚沼市

佐渡島

訃　
　

報

井
下
武
厚
氏
（
い
の
し
た
・

た
け
あ
つ
）
名
誉
教
授
。
元

経
営
学
部
教
授

　
７
月
３
日
、
92
歳
で
死

去
。
１
９
５
６
〜
96
年
在

職
。
専
門
は
会
計
学
。

今
村
明
氏
（
い
ま
む
ら
・
あ

き
ら
）
元
野
球
部
監
督

　
７
月
３
日
、
74
歳
で
死

去
。
１
９
７
９
〜
83
年
、
97

〜
99
年
監
督
を
務
め
、
東
都

大
学
リ
ー
グ
で
２
度
の
リ
ー

グ
優
勝
に
導
い
た
。

　
本
学
を
卒
業
し
た
専
任
教

員
を
学
術
の
研
究
調
査
な
ど

の
た
め
に
海
外
に
派
遣
す
る

相
馬
学
術
奨
励
基
金
の
２
０

１
８
年
度
の
海
外
研
究
員
に

森
住
信
人
法
学
部
准
教
授

（
平
18
院
法
博
）

写
真

が
決
ま
っ
た
。
森
住
教
授
は

９
月
10
日
か
ら
１
年
間
、
ド

イ
ツ
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ

ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン

ベ
ル
ク
で
刑
法
理
論
の
日
独

比
較
研
究
を
行
う
。

法
・
森
住
准
教
授
に

相
馬
学
術
奨
励
基
金

　
創
立
１
４
０
年
に
向
け
て

法
学
部
が
開
催
し
て
い
る
１

４
０
回
連
続
講
演
会
が
１
０

０
回
を
超
え
た
。

　
講
演
会
は
２
０
１
５
年
９

月
に
ス
タ
ー
ト
。
法
学
部
や

法
科
大
学
院
の
教
員
、
卒
業

生
ら
が
身
近
な
問
題
か
ら
政

治
ま
で
多
彩
な
テ
ー
マ
を
取

り
あ
げ
て
き
た
。
６
月
22
日

は
99
回
と
１
０
０
回
合
同
開

催
で
「
弁
護
士
に
会
っ
て
み

よ
う
」
と
題
し
て
、
東
京
弁

護
士
会
の
若
手
弁
護
士
５
人

が
登
壇
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
、
仕
事
の

内
容
や
や
り
が
い
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　
５
人
は
そ
れ
ぞ
れ
刑
事
、

民
事
、
企
業
法
務
、
企
業
内

弁
護
士
、
行
政
勤
務
経
験
と

多
様
な
専
門
性
を
持
つ
。
こ

の
う
ち
染
谷
隆
明
さ
ん
（
平

19
法
、
平
21
法
科
大
学
院
）

は
消
費
者
庁
で
景
品
表
示
法

の
改
正
に
携
わ
り
、
現
在
は

法
律
事
務
所
で
企
業
の
広
告

規
制
な
ど
を
多
く
扱
っ
て
い

る
。「
い
つ
も
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
追
求
し
て
き

た
」
と
仕
事
の
や
り
が
い
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
、
授
業
内
で
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
す
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
「
ｒ
ｅ
ｓ

ｐ
ｏ
ｎ
（
レ
ス

ポ
ン
）」
を
利

用
し
て
、
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
結

果

に

基

づ

い

て
、
休
み
の
過

ご
し
方
や
、
司

法
試
験
へ
の
勉

強
方
法
な
ど
に

つ

い

て

答

え

た
。

　
司
会
の
永
井
太
丸
さ
ん

（
平
24
法
科
大
学
院
）、
大

門
誉
幸
さ
ん
（
平
19
法
科
大

学
院
）
は
「
弁
護
士
だ
け
で

な
く
、
法
律
に
関
わ
る
仕
事

を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
今
年
度
の
連
続
講
演
会
で

は
国
際
法
や
夫
婦
別
姓
訴

訟
、
地
方
議
会
の
役
割
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
89

回
（
５
月
15
日
）
は
棟
居
快

行
法
科
大
学
院
教
授
が
「
政

府
の
憲
法
解
釈
」
と
題
し
て

講
演
。
第
95
回 

（
６
月
８

日
）
は
元
栃
木
県
警
察
学
校

長
の
細
谷
芳
明
さ
ん
（
平
28

院
法
修
）
が
児
童
虐
待
防
止

策
の
現
状
を
捜
査
機
関
の
関

与
の
視
点
か
ら
解
説
し
た
。

　
経
営
学
部
・
田
口
冬
樹
教

授
の
授
業
「
流
通
論
」
の
一

環
と
し
て
、
外
部
講
師
を
招

い
て
行
わ
れ
る
特
別
講
義
が

７
月
５
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
鳥

取
県
赤
碕
ダ
イ
ハ
ツ
有
限
会

社
代
表
取
締
役
社
長
の
上
田

啓
悟
さ
ん
（
平
７
経
営
）

写
真

が
「
経
営
や
流
通
に

つ
な
が
る
街
づ
く
り
活
動
　

地
域
と
関
わ
り
地
域
と
と
も

に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
方
都
市
の
再
生
法
に
つ
い

て
自
ら
の
体
験
を
話
し
、
約

３
０
０
人
の
学
生
は
熱
心
に

聴
講
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
大
学

卒
業
後
、
家
業
を
継

ぐ
た
め
故
郷
で
あ
る

鳥
取
県
の
赤
碕
町

（
現
琴
浦
町
）
に
帰

っ
た
。
当
時
、
大
型

　
あ
ざ
み
ひ
ら
演
劇
祭
は
、

美
術
や
演
劇
を
学
ぶ
学
生
や

県
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地

元
の
人
た
ち
と
交
流
し
な
が

ら
芝
居
を
創
り
上
げ
て
い
く

莇
平
の
恒
例
夏
行
事
。
２
０

１
０
年
か
ら
東
京
芸
術
大
学

の
日
比
野
克
彦
教
授
（
現
代

美
術
）
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
い
る
。
今
夏
は
県
南
で
催

さ
れ
る
３
年
に
１
度
の
「
大

地
の
芸
術
祭
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１

８
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
る
た
め
、
上
演
団
体
を
公

募
し
て
実
施
す
る
。

　
森
本
教
授
は
今
年
４
月
か

演劇祭運営 活動広げる

新潟県の限界集落活性化に取り組む

棚田が広がる莇平集落

ゼ
ミ
生
と
莇
平
の
人
々
が
一
緒
に
花
を
植
え
る

ら
日
比
野
研
究
室
で
国
内
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
森
本
ゼ

ミ
も
運
営
に
関
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
５
月
26
日
に
は
ゼ

ミ
生
、
森
本
教
授
が
現
地
の

人
々
と
一
緒
に
な
っ
て
野
外

劇
場
の
土
台
作
り
を
行
っ

た
。
会
場
は
休
耕
田
で
、
成

人
の
背
丈
ほ
ど
の
雑
草
が
び

っ
し
り
生
え
て
い
た
が
、
数

時
間
で
草
を
刈
り
整
備
し

た
。

　
ま
た
４
、
５
月
の
２
日

間
、
廃
校
と
な
っ
て
い
る
近

く
の
小
学
校
で
、
ロ
ー
プ
張

り
と
西
洋
朝
顔
を
植
え
た
。

ロ
ー
プ
張
り
作
業
日
は
雨
の

中
実
施
さ
れ
た
。
演
劇
祭
開

催
日
を
満
開
の
朝
顔
で
迎
え

祭
り
に
花
を
添
え
よ
う
と
、

雨
と
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
頑

張
っ
た
。
ゼ
ミ
生
は
そ
の
後

も
莇
平
を
月
に
数
回
訪
ね
、

劇
場
の
整
備
に
励
ん
で
い

る
。

　
森
本
ゼ
ミ
は
２
０
１
４
年

新
潟
県
か
ら
限
界
集
落
活
性

化
事
業
を
受
託
し
、
南
魚
沼

市
辻
又
の
人
々
と
交
流
を
持

ち
、
辻
又
特
産
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
売
り
出
す
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
や
、
古
民
家
を
生
か
す
活

動
に
取
り
組
ん
だ
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
感
性
で
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
記
録
書
『
大
学
生
、
限

界
集
落
へ
行
く
』
に
集
約
、

昨
年
、
第
１
回
食
生
活
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
大
賞
を
受
賞
し

た
。

　
森
本
教
授
は
辻
又
で
の
新

た
な
ス
テ
ッ
プ
を
模
索
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
同
じ
新
潟
県

で
「
ア
ー
ト
」
を
軸
に
集
落

活
性
化
に
取
り
組
む
日
比
野

教
授
の
活
動
を
知
り
注
目
、

日
比
野
研
究
室
を
国
内
研
究

先
に
選
ん
だ
。

　
辻
又
か
ら
西
に
約
40
㌔
に

あ
る
莇
平
は
世
帯
数
約
20
、

人
口
は
１
０
０
人
足
ら
ず
で

15
世
帯
50
人
未
満
の
辻
又
と

よ
く
似
て
い
る
ほ
か
「
棚
田

で
お
い
し
い
コ
メ
が
で
き
る

こ
と
な
ど
共
通
点
が
多
い
」

と
森
本
教
授
。
ま
た
「
辻
又

に
比
べ
若
い
住
民
が
多
い
。

ア
ー
ト
活
動
が
地
域
に
根
付

き
若
者
が
担
い
手
に
な
っ
て

弁
護
士
が
や
り
が
い
語
る

着
目
。
鳴
り
石
は
全
国
の
ど

こ
に
も
な
く
、
波
と
と
も
に

カ
ラ
コ
ロ
と
鳴
る
石
の
音
は

心
を
落
ち
着
か
せ
る
。
ま

た
、「
よ
く
鳴
る
」
を
「
よ

く
な
る
」、「
良
く
成
る
」
に

か
け
、
願
い
ご
と
が
か
な
う

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
多
く

の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
、
商
店
街
に
活
気

が
戻
っ
た
。
浜
を
舞
台
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
、

一
昨
年
、
総
務
省
の
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
大
賞
」（
団
体

賞
）
に
。「
家
族
、
仕
事
、
地
域

の
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
は

大
変
だ
が
、
覚
悟
と
や
る
気

を
も
っ
て
挑
め
ば
う
ま
く
い

く
。
街
づ
く
り
は
自
分
の
仕

事
に
も
必
ず
役
立
つ
」
と
上

田
さ
ん
は
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
就
職
を
控
え
た
学
生
か
ら

は
故
郷
で
仕
事
を
す
る
こ
と

の
利
点
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
が
相
次
い
で
い
た
。

弁
護
士
の
役
割
に
つ
い
て
語
る

染
谷
さ
ん
（
左
）

６
月
22
日

ス
ー
パ
ー
の
進
出
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
で
地

元
の
商
店
街
は
寂
れ
る
一

方
。
２
０
１
１
年
に
は
山
陰

道
東
伯
・
中
山
道
路
が
開
通

し
、
並
行
す
る
国
道
９
号
は

交
通
量
が
激
減
。
深
刻
な
状

況
に
陥
っ
た
。

　
地
元
商
店
街
の
人
た
ち
と

知
恵
を
絞
り
、
街
に
人
が
訪

れ
る
仕
掛
け
を
考
え
た
。
地

元
の
人
に
は
見
慣
れ
た
風
景

だ
っ
た
「
鳴
り
石
の
浜
」
に

い
る
の
で
は
」と
み
て
い
る
。

　
莇
平
で
は
、
芸
大
生
と
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

に
な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

紙
「
明あ

さ

っ

て

後
日
新
聞
」
を
発
行

し
て
お
り
、住
民
に
好
評
だ
。

　「
明
後
日
新
聞
」
編
集

長
、
芸
大
大
学
院
生
の
中
村

暁
華
音
さ
ん
は
「
森
本
ゼ
ミ

生
は
集
落
の
人
々
と
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
作
業
中
も
笑
い
声
が

響
い
て
い
た
」
と
ゼ
ミ
生
の

雰
囲
気
づ
く
り
を
た
た
え

た
。

　
森
本
ゼ
ミ
の
秋
山
美
乃
理

さ
ん
（
経
営
４
）
は
山
梨
県

の
身
延
町
出
身
。「
卒
業
し

た
小
学
校
、
中
学
校
が
廃
校

に
な
り
、
地
元
を
盛
り
上
げ

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
森
本
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
ゼ

ミ
活
動
の
中
で
、
活
性
化
に

は
現
地
の
人
々
と
の
関
係
性

を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
と

学
ん
だ
。
あ
ざ
み
ひ
ら
演
劇

祭
の
開
催
ま
で
あ
と
わ
ず
か

だ
が
、
地
元
の
人
々
と
一
緒

に
な
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
」

と
語
っ
た
。

校
友 

上
田
さ
ん
が
特
別
講
義

経
営
・
流
通
論

　
新
潟
県
の
限
界
集
落
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
経

営
学
部
の
森
本
祥
一
ゼ
ミ

（
14
人
）
が
、
活
動
の
場

所
を
広
げ
た
。
８
月
15
日

（
水
）
に
同
県
十
日
町
市
莇

あ
ざ
み

平ひ
ら

集
落
で
開
催
さ
れ
る
「
あ

ざ
み
ひ
ら
演
劇
祭
」
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
運
営
を
担
い
、

地
区
の
人
々
や
県
外
か
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
奮
闘
し
て
い
る
。
森

本
ゼ
ミ
生
は
「
演
劇
祭
を
成

功
さ
せ
、
ゼ
ミ
活
動
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
す
。

経営・森本ゼミ

法
学
部
140
回

連
続
講
演
会




